
飛
驒
国
は
東
国
か
西
国
か

―
― 「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
西
国
と
東
国
」
追
考 

―
―

熊

谷　

隆

之

は
じ
め
に

鎌
倉
期
に
入
る
と
、
列
島
に
は
、
一
次
的
中
心
た
る
京
都
に
加
え
、
鎌
倉
を
二

次
的
中
心
と
す
る
、
ふ
た
つ
の
領
域
的
構
造
が
生
ず
る（

（
（

。
京
都
と
鎌
倉
を
中
心
と

し
て
、
西
側
と
東
側
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
が
生
ま
れ
て
は
、
消
え
ゆ
く
な
か
、
承

久
三
年
（
一
二
二
一
）
六
月
、
承
久
の
乱
の
終
結
を
経
て
、
い
わ
ゆ
る
六
波
羅
探

題
が
成
立
す
る
と
、
や
が
て
六
波
羅
が
管
轄
す
る
西
国
（
以
下
「《
西
国
》」）
と
、

関
東
が
管
轄
す
る
東
国
（
以
下
「《
東
国
》」）
と
に
収
斂
す
る
こ
と
に
な
る（

（
（

。

か
ね
て
拙
稿
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
西
国
と
東
国
」（
以
下
「
旧
稿
」）
で
は
、
次

の
三
点
を
目
的
と
し
て
検
討
を
試
み
た
。
第
一
に
、
個
々
に
地
域
的
特
質
を
も
つ

「
東
国
」「
北
国
」「
畿
内
近
国
」「
鎮
西（

（
（

」
が
、《
西
国
》
と
《
東
国
》
へ
と
分
か

れ
て
い
く
過
程
に
関
す
る
通
時
的
分
析
。
第
二
に
、《
西
国
》
に
お
け
る
「
畿
内
近

国
」「
鎮
西
」
と
朝
廷
・
幕
府
支
配
の
関
係
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
す
る
包
括
的
検

証
。
第
三
に
、
平
安
期
か
ら
南
北
朝
期
以
降
に
か
け
て
の
連
続
や
断
続
を
ふ
ま
え

た
、
中
世
前
期
の
西
国
と
東
国
の
通
観
的
把
握
で
あ
る（

（
（

。

こ
の
う
ち
《
西
国
》
と
《
東
国
》
の
確
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
佐
藤
進

出羽 陸奥

若狭 加賀 上野 下野 常陸

越前 下総 上総

甲斐 相模 安房

伊勢 尾張 遠江 駿河 伊豆

飛驒

三河

図１　鎌倉期の東西の模式図

信濃

能登

美濃
近江

越後

武蔵

　当初の《西国》の東限

 「室町殿御分国」の東限

　国地頭の設置の東限  「東国」15ヵ国の西限

　のちの《西国》の東限

越中

図１　鎌倉期の東西の模式図
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一
に
よ
る
理
解
が
提
出
さ
れ
、
い
ま
な
お
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
承
久
の
乱
後
、
少

な
く
と
も
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
七
月
に
は
、
尾
張
・
美
濃
・
加
賀
以
西
が
《
西

国
》
と
な
り（

（
（

、
の
ち
に
永
仁
五
年
（
一
二
九
七
）
九
月
か
ら
、
元
応
元
年

（
一
三
一
九
）
五
月
に
か
け
て（

（
（

、
三
河
が
《
東
国
》
か
ら
《
西
国
》
に
移
っ
た
と

の
理
解
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
限
り
で
異
論
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、《
西
国
》
と
《
東
国
》
の
境
界
近
く
の
飛
驒
に
つ
い
て
は
、
再

考
の
余
地
を
残
す
。
佐
藤
進
一
は
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
四
月
、
す
な
わ
ち

後
掲
す
る
【
史
料
1
】
の
段
階
で
《
西
国
》
に
属
し
た
飛
驒
は
、
文
暦
二
年
七
月

ま
で
に
《
東
国
》
と
な
っ
た
と
理
解
す
る
。
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
み
な
お
し
て
み

る
と
、【
史
料
1
】
に
引
用
さ
れ
る
鎌
倉
幕
府
追
加
法
は
、
天
福
元
年
ど
こ
ろ
か
、

承
久
の
乱
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
飛
驒
は
、
六
波
羅
の
管
轄
下
に
あ
る

《
西
国
》
が
確
立
し
て
以
後
、
一
貫
し
て
《
東
国
》
で
あ
っ
た
と
「
推
測
」
し
う
る
。

以
上
が
、
旧
稿
の
第
一
の
目
的
と
し
て
述
べ
た
内
容
の
骨
子
で
あ
る
。

そ
の
後
、
近
年
に
い
た
り
、
鎌
倉
幕
府
法
の
新
た
な
追
加
集
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ

の
追
加
集
に
は
、
前
述
の
追
加
法
と
、
ほ
ぼ
同
文
の
そ
れ
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
異
同
か
ら
は
、
同
追
加
法
の
年
代
比
定
な
ど
に
関
わ
る
新
情
報
が
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
実
は
、
こ
の
飛
驒
の
問
題
に
関
す
る
史
料
は
、
ほ
か
に
も
い
く

つ
か
存
在
す
る
。
も
と
も
と
口
頭
報
告（

（
（

を
成
稿
し
た
旧
稿
で
は
、
論
旨
の
大
勢
に

影
響
も
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
報
告
と
同
様
、
あ
え
て
そ
れ
ら
を
取
り
あ
げ
る
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
、
旧
稿
に
組
み
込
ま
な
か
っ
た
の
か
は
、
本
稿
の
行

論
の
錯
綜
ぶ
り
か
ら
、
ご
諒
解
い
た
だ
け
る
か
と
思
う
。

鎌
倉
期
の
飛
驒
に
関
す
る
残
存
史
料
は
、
し
ご
く
僅
少
で
あ
る
。
新
た
に
紹
介

さ
れ
た
追
加
集
を
幾
度
か
紐
解
く
う
ち
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
理
解
を
あ
ら
た

め
て
深
め
て
お
く
こ
と
は
、
要
須
の
作
業
で
あ
る
と
思
う
に
い
た
っ
た
。

本
稿
は
、
旧
稿
に
お
け
る
「
推
測
」
を
、「
推
断
」
の
域
に
高
め
る
べ
く
、
鎌
倉

期
の
飛
驒
は
《
東
国
》
か
《
西
国
》
か
と
い
う
問
題
に
、
ふ
た
た
び
取
り
組
む
も

の
で
あ
る
。

一
　
既
往
の
考
察

新
た
な
考
察
に
進
む
前
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
旧
稿
で
用
い
た
史
料
と
、
そ

れ
ら
に
関
す
る
検
討
の
過
程
を
ふ
り
か
え
る
。

【
史
料
1
】『
吾
妻
鏡
』
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
四
月
一
六
日
条（

（
（

十
六
日
庚
寅
。
大
風
以
前
出
挙
者
、
不
レ

論
二

上
下
親
疎
一

、
停
二‒

止
一
倍
一

、

以�

二

五
把
利
一

可
レ

為
二

一
倍
一

之
由
、
被
レ

定
。
遍
為
レ

令
レ

下
二

‒

知
諸
国
一

、
差
二

‒

定
奉

行
人�

一

、
被
レ

注
二

‒

遣
六
波
羅
一

云
々
。

一
手宗

監
物
孝（

惟
宗
）尚

十
ヶ
国
。

尾
張　

伊
勢　

伊
賀　

美
濃　

近
江　

若
狭　

摂
津　

河
内　

飛
驒　

越
前

一
手治

部
丞
宗
成
九
ヶ
国
。

山
城　

丹
波　

丹
後　

但
馬　

因
幡　

出
雲　

石
見　

長
門　

伯
耆

一
手左

衛
門
尉
明（

坂
上
）定

十
一
ヶ
国
。
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幡［
播
］

磨　

美
作　

備
前　

備
中　

安
芸　

伊
与［

予
］　

土
佐　

阿
波　

淡
路　

紀
伊　

和
泉

「
十
六
日
」
以
下
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
地
の
文
で
、
大
風
に
対
す
る
措
置
を
命
ず

る
た
め
に
、
奉
行
人
三
名
を
定
め
て
諸
国
に
派
遣
す
る
よ
う
、
六
波
羅
に
伝
達
し

た
と
述
べ
る
。「
一
手
」
以
下
は
、
文
書
の
引
用
部
分
で
あ
る
。
文
書
に
相
当
す
る

部
分
を
、
下
掲
の
【
史
料
2
・
3
】
に
引
い
た
部
分
も
あ
わ
せ
て
、
使
者
注
文
と

よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。【
史
料
1
】
は
、【
史
料
2
】
の
冒
頭
に
あ
る
「
一　

御
使
」

の
一
行
を
欠
く
。「
鎌
倉
幕
府
追
加
法
」
五
五
条
は
、【
史
料
2
】
を
底
本
と
す
る

も
、『
吾
妻
鏡
』
の
地
の
文
を
あ
わ
せ
て
掲
載
す
る（

（1
（

。

【
史
料
2
】
近
衛
家
本
『
追
加
』
一
四
八
条（

（1
（

一　

御
使

一
手　

宗
監
物
孝
尚
十
ヶ
国
。

河
内　

摂
津　

伊
賀　

伊
勢　

尾
張　

近
江　

飛
驒　

若
狭　

越
前

美
濃

一
手　

治
部
丞
実
成
九
ヶ
国
。

山
城　

丹
波　

丹
後　

但
馬　

因
幡　

伯
耆　

出
雲　

石
見　

長
門

一
手　

左
衛
門
尉
明
定
十
一
ヶ
国
。

播
磨　

美
作　

備
前　

備
中　

安
芸　

伊
与［

予
］　

土
左［

佐
］　

阿
波　

淡
路

紀
伊　

和
泉

陽
明
文
庫
に
伝
来
し
た
追
加
集
の
一
ヵ
条
で
あ
る
。「
鎌
倉
幕
府
追
加
法
」
五
五

条
は
、「
一　

御
使
」
の
「
一
」
を
省
く
か
た
ち
で
掲
載
す
る
。【
史
料
1
】
と
く

ら
べ
る
と
、
国
名
の
記
載
順
序
と
と
も
に
、
使
者
の
名
前
に
異
同
が
あ
る
。
姓
未

詳
の
宗
成
な
い
し
実
成
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
み
る
。
以
下
で
は
、
さ
し

あ
た
り
、
姓
未
詳
宗
成
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

【
史
料
1
・
2
】
と
も
に
気
に
か
か
る
の
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
地
の
文
を
除
く
と
、

使
者
注
文
の
部
分
が
年
月
日
を
欠
く
点
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
錯
簡
な
ど
の

誤
り
が
多
々
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
。
念
の
た
め
、
ま
ず
、
姓
未
詳
宗
成

に
つ
い
て
『
吾
妻
鏡
』
を
繰
っ
て
み
る
と
、
宗
成
な
い
し
実
成
な
る
人
物
は
、【
史

料
1
】
の
宗
成
の
ほ
か
、
み
い
だ
し
え
な
い（

（1
（

。

坂
上
明
定
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
三
ヵ
所
み
え
る
。
二
回
目
と
な
る
【
史
料
1
】
に

続
く
三
回
目
、
つ
ま
り
終
見
は
、
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）
一
〇
月
の
死
を
伝
え

る
同
四
年
五
月
の
記
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、【
史
料
1
】
に
さ
き
だ
つ
一
回
目
、

す
な
わ
ち
初
見
は
、
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
四
月
の
記
事
で（

（1
（

、
意
外
に
も
、【
史

料
1
】
は
、
二
九
年
ぶ
り
の
登
場
と
な
る
。

惟
宗
孝
尚
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
一
三
ヵ
所
み
え
る
。
う
ち
一
二
ヵ
所
は
、
寿
永
三

年
（
一
一
八
四
）
四
月
か
ら
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
一
〇
月
の
記
事
で（

（1
（

、
そ
れ

に
続
く
終
見
の
【
史
料
1
】
は
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
二
〇
年
ぶ
り
の
登
場
と
な
る
。

か
よ
う
な
年
代
の
極
端
な
偏
り
は
、
あ
ま
り
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

追
加
法
と
さ
れ
て
き
た
使
者
注
文
の
部
分
は
、『
吾
妻
鏡
』
の
切
り
貼
り
間
違
い
で
、

三
名
が
登
場
す
る
年
次
の
分
布
か
ら
み
て
、
も
と
も
と
は
承
久
の
乱
以
前
の
も
の

と
み
て
よ
か
ろ
う
。
―
―
と
い
う
よ
り
も
、
い
ま
に
し
て
思
う
に
、
内
容
や
書
式

か
ら
み
て
、
追
加
法
と
み
な
す
べ
き
か
さ
え
、
い
さ
さ
か
の
躊
躇
を
禁
じ
え
な
い
。

本
稿
で
、
使
者
注
文
と
称
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

25

東アジア文明講座紀要　第 1号



い
ず
れ
に
し
て
も
、
使
者
注
文
の
部
分
が
承
久
の
乱
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
飛
驒
が
一
時
で
も
《
西
国
》
に
属
し
た
根
拠
は
消
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
佐

藤
進
一
の
飛
驒
以
外
に
関
す
る
論
旨
に
学
ぶ
な
ら
ば
、
飛
驒
は
、
六
波
羅
管
国
と

し
て
の
《
西
国
》
が
確
立
し
て
以
後
、
一
貫
し
て
《
東
国
》
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。か

く
て
旧
稿
で
は
、「
六
波
羅
所
管
の
い
わ
ゆ
る
《
西
国
》
と
は
、
尾
張
（
の
ち

三
河
）・（
飛
驒
ふ
く
ま
ず
）
美
濃
・
加
賀
以
西
で
あ
っ
た
」
と
「
推
測
」
し
、
定

説
た
る
佐
藤
進
一
説
の
、
ほ
ん
の
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
多
大
な
る

学
恩
を
蒙
っ
た
泰
斗
の
理
解
に
対
し
、
疑
義
を
呈
す
る
仕
儀
と
相
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

二
　
姓
未
詳
宗
成

次
に
、
近
年
に
い
た
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
新
た
な
追
加
集
に
み
え
る
使
者
注
文

の
部
分
を
掲
出
す
る
。

【
史
料
3
】
丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
貞
永
式
目
追
加
』
七
四
条（

（1
（

関
東
御
成
敗
状
承
久
兵
乱
以
後
地
頭
所
務
事
。

御
使

一
手　

宗
監
物
孝
尚
十
ヶ
国
。

尾
張　

伊
勢　

伊
賀　

美
濃　

近
江　

越
前　

河
内　

若
狭　

摂
津　

飛
驒

帰
国
之
時
、

可（
マ
マ
）

国
司
命
也
。

一
手　

治
部
丞
実
成
九
ヶ
国
。

山
城　

丹
波　

丹
後　

但
馬　

因
幡　

伯
耆　

出
雲　

石
見　

長
門

一
手　

左
衛
門
尉
明
定
十
一
ヶ
国
。

播
磨　

美
作　

淡
路　

紀
伊　

備
前　

備
中　

安
芸　

伊
与［

予
］　

土
左［

佐
］　

阿
波　

和
泉

こ
の
追
加
集
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
紹
介
し
、
綿
密
な
分
析
を
加
え
た

渡
邉
正
男
ら
の
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い（

（1
（

。「
御
使
」
以
下
が
、
使
者
注
文
の
部
分

に
あ
た
る
。
あ
わ
せ
て
掲
げ
た
「
関
東
御
成
敗
状
」
以
下
の
一
行
は
、
七
四
条
か

ら
九
四
条
ま
で
条
文
が
連
続
す
る
部
分
全
体
の
見
出
し
で
、
そ
の
割
注
に
は
「
承

久
兵
乱
以
後
」
と
み
え
る
。

渡
邉
正
男
は
、
同
追
加
集
の
内
容
の
成
立
を
、
弘
安
初
年
（
一
二
七
八
〜
）
ご

ろ
と
推
定
す
る
。
そ
の
一
方
で
渡
邉
は
、
こ
の
追
加
集
に
は
追
加
法
と
は
認
め
が

た
い
、
な
い
し
は
、
み
な
し
う
る
か
判
断
に
迷
う
条
文
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
も
指

摘
し
て
い
る（

（1
（

。

追
加
集
に
は
、
追
加
法
以
外
も
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
、【
史

料
3
】
の
使
者
注
文
も
、
そ
の
一
例
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、

【
史
料
1
】
で
『
吾
妻
鏡
』
の
編
者
が
使
者
注
文
の
部
分
を
、
承
久
の
乱
以
後
の
、

し
か
も
追
加
法
と
し
て
引
用
し
た
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
か
な
り
古
い
段
階
で
成
立

し
て
い
た
、
こ
の
追
加
集
じ
た
い
か
、
そ
の
祖
本
、
な
い
し
は
似
た
体
裁
を
も
つ

追
加
集
を
参
照
し
て
記
事
を
作
成
し
た
こ
と
に
、
お
そ
ら
く
は
求
め
う
る
。
追
加

集
の
作
成
や
『
吾
妻
鏡
』
の
編
纂
を
め
ぐ
る
事
情
を
考
え
る
う
え
で
も
、
す
こ
ぶ

る
貴
重
な
事
例
か
と
思
わ
れ
る
。
心
に
留
め
て
お
き
た
い
。

も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、【
史
料
3
】
に
姓
未
詳
宗
成
の
実
名
と
し
て
み
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え
る
実
成
で
あ
る
。
実
成
と
記
す
史
料
を
【
史
料
2
】
に
続
い
て
確
認
し
え
た
こ

と
に
な
り
、
逆
に
、
宗
成
と
記
す
の
は
、
依
然
、【
史
料
1
】
の
み
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

そ
こ
で
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
稿
で
あ
え
て
取
り
あ
げ
な
か
っ
た
、

今
度
は
既
知
の
史
料
を
、
や
や
長
文
な
が
ら
、
摘
記
し
て
掲
出
す
る
。

【
史
料
4
】『
関
東
開
闢
皇
代
幷
年
代
記（

（1
（

』

（
前
略
）

一
、
鎌
倉
執
権
次
第

建
久
三
年
連
署
下
文

（
中
略
）

同（
建
久
）四

年　

五
年　

六
年　

七
年　

八
年

前（
源
頼
朝
）右大

将
家
政
所
下

可
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

右
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ

	

案
治
部
大
夫
実
成
。

主
清
原

令
［
藤
］

大武
蔵
大
蔵
丞
頼
平
。

蔵
丞
藤
原	

知
家
事
中
原

（
中
略
）

建
暦
元
年

	

案
主
清
原
実
成
。

令
図
書
允
清
原
清
定
。	

知
家
事
惟
宗
宗
監
物
孝
実
［
尚
］。

（
中
略
）

同（
建
保
）五

年　

同
六
年

	

案
主
菅
野
景
盛
。

令
図
書
允
清
原
清
定
。	

知
家
事
惟
宗
孝
実
［
尚
］。

（
後
略
）

注
目
す
べ
き
は
、
源
頼
朝
・
頼
家
・
実
朝
家
政
所
の
案
主
を
務
め
る
清
原
実
成

で
あ
る
。
実
際
に
、
現
存
す
る
発
給
文
書
を
み
る
と
、
実
成
の
初
見
は
、
建
久
四

年（
一
一
九
三
）四
月
の
源
頼
朝
家
政
所
下
文
案
、
終
見
は
建
暦
元
年（
一
二
一
一
）

九
月
の
源
実
朝
家
政
所
下
文
案
で
あ
る（

（1
（

。【
史
料
4
】
の
記
載
と
、
ま
さ
に
照
応

す
る
。
実
成
は
『
吾
妻
鏡
』
に
み
え
ぬ
も
の
の
、【
史
料
4
】
に
み
え
る
治
部
大
夫

実
成
は
、【
史
料
1
〜
3
】
の
治
部
丞
宗
成
な
い
し
実
成
が
叙
爵
し
た
の
ち
、
お
そ

ら
く
は
、
壮
年
期
以
降
の
呼
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宗
成
か
実
成
か
と
い
え
ば
、【
史
料
4
】
に
は
、
知
家
事
と
し
て
み
え
る
惟
宗
孝

尚
の
よ
う
に
、
個
々
の
用
字
に
注
意
を
要
す
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す

る
理
由
か
ら
実
成
が
正
し
く
、
孝
尚
の
存
在
も
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
清

原
実
成
、
そ
の
人
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。

か
く
て
【
史
料
1
】
の
姓
未
詳
宗
成
あ
ら
た
め
清
原
実
成
は
、
史
料
上
、
実
に

二
二
年
ぶ
り
の
登
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
九
年
ぶ
り
の
坂
上
明
定
、
二
〇
年

ぶ
り
の
惟
宗
孝
尚
と
あ
わ
せ
て
、
使
者
注
文
が
承
久
の
乱
以
前
の
史
料
で
あ
る
と

い
う
旧
稿
の
「
推
測
」
は
、
ま
す
ま
す
確
た
る
も
の
と
な
る
か
と
思
う
。

宗
成
か
実
成
か
に
話
を
も
ど
す
と
、
実
成
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
清
原
実
俊
の

存
在
が
あ
る
。
奥
州
藤
原
氏
の
滅
亡
後
の
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
九
月
、
源
頼

朝
は
、
陸
奥
と
出
羽
の
省
帳
と
田
文
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
平
泉

で
焼
失
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
古
老
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
陸
奥
の
住
人
豊
前
介
実
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俊
と
弟
の
橘
藤
五
実
昌
が
故
実
に
詳
し
い
と
い
う
の
で
、
召
し
だ
し
て
子
細
を
聞

く
こ
と
に
し
た
。

す
る
と
、
兄
弟
は
、
両
国
の
絵
図
や
券
契
の
内
容
を
そ
ら
ん
じ
て
い
て
、
そ
れ

ら
は
奥
羽
の
田
畠
山
野
河
海
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
た
た
め
、
兄
弟
は
源
頼
朝
か
ら

御
感
の
仰
せ
を
こ
う
む
り
、
召
し
か
か
え
ら
れ
た
、
と
の
史
話
が
知
ら
れ
る（

（2
（

。
こ

こ
に
み
え
る
豊
前
介
実
俊
こ
そ
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
正
月
、
源
頼
朝
の
政

所
吉
書
始
で
、
公
事
奉
行
人
に
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
る
清
原
実
俊
に
ほ
か
な
ら

な
い（

（2
（

。
森
幸
夫
ら
の
周
到
な
整
理
に
よ
る
と
、
鎌
倉
幕
府
開
創
期
の
吏
僚
は
、
Ⓐ
御
家

人
、
Ⓑ
東
国
在
住
の
元
官
人
、
Ⓒ
い
っ
た
ん
は
仇
敵
に
属
し
た
者
や
降
人
、
Ⓓ
京

下
り
官
人
、
な
ど
に
分
類
さ
れ
る（

（2
（

。
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）、
後
三
年
の
役
で

滅
亡
し
た
と
も
い
わ
れ
る
出
羽
の
清
原
氏
の
一
族
が
、
奥
州
藤
原
氏
の
も
と
を
経

て
、
そ
の
う
ち
清
原
実
俊
の
兄
弟
が
源
頼
朝
に
仕
え
た
こ
と
に
な
る
。
Ⓒ
に
ふ
く

ま
れ
る
人
物
と
い
え
る
。

加
え
て
い
え
ば
、
同
じ
く
源
頼
朝
に
吏
僚
と
し
て
仕
え
た
清
原
実
俊
と
清
原
実

成
は
、
氏
姓
と
実0

の
字
の
一
致
か
ら
、
近
親
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
史
料

上
に
お
け
る
清
原
実
俊
の
初
見
は
、
前
述
し
た
文
治
五
年
九
月
、
過
去
の
話
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
記
す
史
料
を
除
い
た
事
実
上
の
終
見
は
、
建
久
三
年
八
月
で
あ
る（

（2
（

。

こ
れ
に
対
し
て
、
清
原
実
成
は
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
、
建
久
四
年
四
月
以
降
、

史
料
上
に
登
場
す
る
。
両
人
は
、
ま
さ
に
入
れ
か
わ
る
よ
う
な
か
た
ち
で
史
料
上

に
み
え
、
と
も
す
る
と
親
子
で
は
な
い
か
と
憶
測
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ふ
た

り
が
近
親
で
あ
る
こ
と
は
、
動
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
余
聞
な
が
ら
、
森

幸
夫
は
、
清
原
実
成
を
Ⓓ
京
下
り
官
人
と
す
る
が
、
清
原
実
俊
と
同
じ
く
、
Ⓒ
に

ふ
く
ま
れ
る
人
物
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
次
の
よ
う
に
小
括
し
う
る
。【
史
料
1
】
の
姓
未
詳
宗
成
こ
そ
は
、

清
原
実
成
に
ほ
か
な
ら
ず
、
確
実
な
と
こ
ろ
で
は
、
承
久
の
乱
以
前
に
の
み
、
実

在
が
認
め
ら
れ
る
人
物
な
の
で
あ
っ
た
。

三
　
惟
宗
孝
尚

次
に
、【
史
料
4
】
で
源
実
朝
家
政
所
の
知
家
事
と
し
て
み
え
る
惟
宗
孝
尚
に
つ

い
て
み
る
。【
史
料
4
】
は
、
そ
の
実
名
を
孝
実
と
記
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
引

用
し
た
「
一
、
鎌
倉
執
権
次
第
」
以
下
の
部
分
で
い
う
と
、
武
藤
を
武
蔵
と
し
た

り
、
菅
野
を
矢
野
と
記
し
た
箇
所
も
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
が
、
こ
と
ご
と
く
孝
尚
と

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
孝
尚
が
正
し
い
と
判
断
し
う
る
。

惟
宗
孝
尚
の
史
料
上
の
初
見
は
、
寿
永
三
年
（
一
一
八
四
）
四
月
、【
史
料
1
】

を
除
い
た
終
見
は
、
建
保
五
年
（
一
二
一
七
）
八
月
で
あ
る（

（2
（

。【
史
料
1
】
は
、『
吾

妻
鏡
』
の
み
で
は
二
〇
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
も
ふ
く
め
て
も
一
六
年
ぶ

り
の
登
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

惟
宗
孝
尚
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
清
原
実
成
の
実0

の
字
と
同
じ
く
、
孝0

の
字
が

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
。
鎌
倉
初
期
以
前
に
つ
い
て
、
惟
宗
氏
の
人
物
を
探
し
て

み
る
と
、
平
安
中
期
以
降
、
た
び
た
び
官
史
な
ど
を
務
め
た
「
孝
近［

親
］―

孝
言
―
孝

忠
―
孝
長
」
と
連
な
る
家
系
に
い
き
あ
た
る（

（2
（

。
こ
の
う
ち
、
孝
親
と
孝
忠
は
、
官

史
も
務
め
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
系
図
に
は
み
え
な
い
も
の
の
、
惟
宗
孝
忠
の
息

に
惟
宗
孝
資
が
お
り（

（2
（

、
官
史
を
務
め
た
の
ち
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
七
月
ま

で
史
料
上
に
み
え
る（

（2
（

。
先
述
の
と
お
り
、
惟
宗
孝
尚
の
初
見
は
、
寿
永
三
年
四
月
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で
、
時
期
も
近
い
。

も
う
ひ
と
り
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
て
お
き
べ
き
人
物
と
し
て
、
平
安
中
期
の
人

物
と
は
同
姓
同
名
で
別
人
の
惟
宗
孝
親
が
い
る
。
鎌
倉
幕
府
の
研
究
上
で
は
、
宗

孝
親
と
よ
ぶ
ほ
う
が
、
と
お
り

0

0

0

が
よ
か
ろ
う
。
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
一
一
月
、

安
芸
の
守
護
在
任
が
確
認
で
き（

（2
（

、
承
久
の
乱
で
京
方
と
し
て
没
落
す
る
。
孝
親
は
、

安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
一
二
月
の
史
料
に
「
大
学
允
正
六
位
上
惟
宗
朝
臣
孝
親

算
挙
。」
と
み
え（

（2
（

、
源
頼
朝
に
仕
え
る
前
は
、
下
級
官
人
で
あ
っ
た
。

確
認
し
え
た
系
図
に
よ
る
限
り
、
惟
宗
氏
で
孝0

の
字
を
通
字
に
用
い
る
家
系
は
、

平
安
中
期
の
惟
宗
孝
親
以
下
の
一
族
に
限
ら
れ
る
。
惟
宗
孝
尚
は
源
実
朝
家
政
所

の
知
家
事
、
惟
宗
孝
親
は
安
芸
の
守
護
と
し
て
同
じ
時
期
に
仕
え
た
。
さ
き
の
分

類
で
い
う
と
、
ど
ち
ら
も
Ⓓ
京
下
り
官
人
に
属
し
、
や
や
も
す
る
と
兄
弟
か
も
し

れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
同
族
で
あ
る
こ
と
は
確
実
か
と
思
う
。

ち
な
み
に
、
鎌
倉
初
期
の
惟
宗
孝
親
は
、
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
）
八
月
の
史

料
に
「
宗
左
衛
門
尉
範［

孝
］親

」
と
み
え
る（

（3
（

。『
国
史
大
辞
典
』
を
は
じ
め
、
宗
孝
親

の
実
名
を
「
た
か
ち
か
」
と
す
る
辞
典
類
も
散
見
す
る
が（

（3
（

、
こ
の
一
族
は
、
孝0

の

字
を
「
の
り
」
と
訓
じ
た
。

清
原
実
成
と
惟
宗
孝
尚
を
め
ぐ
る
問
題
に
話
を
も
ど
せ
ば
、
ふ
た
り
が
史
料
上

に
併
行
し
て
み
え
る
時
期
は
、
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
四
月
か
ら
建
暦
元
年

（
一
二
一
一
）
九
月
の
、
一
八
年
あ
ま
り
で
あ
る
。【
史
料
4
】
に
は
「
治
部
大
夫

実
成
」
と
あ
る
。
こ
れ
が
上
述
の
ご
と
く
、
壮
年
期
以
降
の
呼
称
で
あ
る
と
す
れ

ば
、【
史
料
1
〜
3
】
の
使
者
注
文
に
み
え
る
「
治
部
丞
」
こ
と
姓
未
詳
宗
成
あ
ら

た
め
清
原
実
成
は
、
比
較
的
早
期
の
呼
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
使
者
注
文
に
み
え
る
「
宗
監
物
」

こ
と
惟
宗
孝
尚
の
初
見
は
、
建
暦
三
年
一
〇
月
な
の
に
対
し
、
そ
れ
に
さ
き
だ
つ

「
宗
掃
部
允
」
こ
と
孝
尚
の
終
見
は
、
建
暦
元
年
一
二
月
で
あ
る（

（3
（

。
繰
り
返
せ
ば
、

清
原
実
成
は
、
建
暦
元
年
九
月
を
最
後
に
史
料
上
か
ら
姿
を
消
す
。
そ
の
終
見
た

る
源
実
朝
家
政
所
下
文
案
の
実
成
の
署
判
は
、「
在
判

」
の
二
文
字
を
欠
く
。
こ
の
事

実
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

と
も
か
く
も
、
使
者
注
文
は
、「
宗
掃
部
允
」
こ
と
惟
宗
孝
尚
が
建
暦
元
年
一
二

月
を
経
て
、
そ
の
後
に
「
宗
監
物
」
と
な
っ
て
か
ら
、
同
年
九
月
よ
り
も
の
ち
、
清

原
実
成
の
活
動
期
が
終
わ
る
前
ま
で
の
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
時
期
に
作
成
さ
れ

た
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ゆ
え
に
、
次
の
よ
う
に
結
論
し
う
る
。
清
原
実
成
と
惟
宗
孝
尚
の
活
動
や
、
そ

の
名
乗
り
に
鑑
み
る
に
、
使
者
注
文
は
、
や
は
り
承
久
の
乱
以
前
の
も
の
と
「
推

断
」
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
。

お
わ
り
に

ま
わ
り
く
ど
く
て
、
成
功
し
た
の
か
ど
う
か
も
、
心
も
と
な
い
が
、
以
上
が
、
飛

驒
が
一
貫
し
て
《
東
国
》
で
あ
っ
た
こ
と
を
、「
推
測
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
推
断
」

の
域
に
高
め
る
た
め
の
、
い
ま
の
筆
者
に
で
き
う
る
限
り
の
考
証
で
あ
る
。
科
学

哲
学
の
知
見
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
完
全
な
「
実
証
」
な
ど
、
不
可
能
だ
が
。
―
―

請
う
ら
く
は
、「
反
駁
」
を
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
飛
驒
が
一
時
で
も
《
西
国
》
に
属
し
た
根
拠
は
、
な
く
な
っ

た
。
あ
ら
た
め
て
思
う
に
、
飛
驒
が
二
年
あ
ま
り
の
短
期
間
に
《
西
国
》
か
ら
《
東

国
》
に
移
っ
た
と
い
う
の
も
、
こ
の
手
の
史
料
が
断
片
的
に
し
か
残
ら
ぬ
な
か
、
あ
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ま
り
に
折
良
く
、
不
自
然
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

と
は
い
え
、
本
稿
を
か
た
ち
に
す
る
作
業
を
つ
う
じ
て
、
飛
驒
に
と
ど
ま
ら
ず
、

新
た
に
分
か
り
は
じ
め
た
あ
れ
こ
れ

0

0

0

0

の
ほ
う
が
、
果
実
と
し
て
は
大
き
い
の
か
も

し
れ
な
い
。

貞
永
二
年
（
一
二
三
三
）
三
月
末
、
少
な
く
と
も
畿
内
近
国
を
、
お
そ
ら
く
は

列
島
の
広
域
を
大
風
が
襲
っ
た
。
藻
壁
門
を
は
じ
め
、
鴨
川
を
の
ぞ
む
法
成
寺
で

は
薬
師
堂
、
北
御
堂
、
廻
廊
が
、
大
和
で
は
春
日
山
の
樹
木
の
多
く
が
顛
倒
す
る

な
ど
、
苛
烈
を
き
わ
め
た（

（3
（

。

貞
永
二
年
は
、
同
年
四
月
一
五
日
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
改
元
す
る
。

『
吾
妻
鏡
』
の
編
者
が
【
史
料
1
】
の
地
の
文
で
記
し
た
の
は
、
こ
の
大
風
を
さ
す
。

編
者
が
こ
の
大
風
と
、
例
の
使
者
注
文
を
結
び
つ
け
た
理
由
は
、
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、【
史
料
3
】
の
よ
う
な
、
鎌
倉
中
期
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
追
加
集
を
参

照
し
た
こ
と
に
、
ひ
と
つ
の
要
因
を
求
め
う
る
こ
と
は
、
本
論
中
で
も
述
べ
た
。

こ
こ
か
ら
浮
上
す
る
の
は
、
鎌
倉
中
期
と
い
う
、
か
な
り
古
く
に
成
立
し
た
追

加
集
の
段
階
で
さ
え
、
史
料
の
実
年
代
な
ど
を
め
ぐ
る
認
識
に
、
早
く
も
錯
誤
が

生
じ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、『
吾
妻
鏡
』
は
、
す
で
に
誤
謬
を
ふ
く
む
、

そ
う
し
た
追
加
集
を
利
用
し
つ
つ
、
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

追
加
集
の
作
成
や
『
吾
妻
鏡
』
の
編
纂
を
め
ぐ
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
実
に
多

く
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
、
よ
り
深
く
掘
り
起
こ
し
て
い
く
余
地
が
、
ど
う
や
ら
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

か
よ
う
な
実
り
と
は
逆
に
、
か
え
っ
て
分
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
例

え
ば
、『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
清
原
実
成
と
惟
宗
孝
尚
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
本
論
中

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、【
史
料
1
】
を
除
く
と
、
孝
尚
は
一
二
ヵ
所
に
登
場
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
成
は
一
ヵ
所
も
登
場
し
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
実
成
と
孝

尚
は
、
将
軍
家
政
所
の
案
主
と
知
家
事
で
あ
る
。

か
つ
て
別
稿
で
、『
吾
妻
鏡
』
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
編
者
に
よ
っ
て
意
図
的
に
、

ひ
と
り
は
溶
暗
の
ご
と
く
「
抹
消
」
さ
れ
、
も
う
ひ
と
り
は
実
在
じ
た
い
を
「
抹

殺
」
さ
れ
た
、「
ふ
た
り
の
為
時
」
の
存
在
に
光
を
あ
て
た
こ
と
が
あ
る
。
北
条

（
阿
蘇
）
時
定
あ
ら
た
め
為
時
と
、
北
条
（
苅
田
）
時
継
あ
ら
た
め
為
時
で
あ
る（

（3
（

。

政
変
や
後
継
問
題
と
の
関
わ
り
は
、
今
回
の
「
ふ
た
り
」
に
み
う
け
ら
れ
な
い
。

そ
れ
な
の
に
、
同
じ
時
期
に
同
じ
よ
う
な
立
場
に
い
た
彼
ら
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
お

け
る
登
場
の
し
か
た
が
、
な
に
ゆ
え
、
か
く
ま
で
対
照
的
な
の
か
。
や
は
り
『
吾

妻
鏡
』
の
編
纂
を
め
ぐ
る
事
情
が
関
係
す
る
の
か
と
思
う
。
で
も
、
そ
の
理
由
は
、

分
か
ら
な
い
。

鎌
倉
幕
府
研
究
は
、
古
く
か
ら
の
、
世
に
も
重
厚
な
研
究
史
を
も
つ
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
が
高
い
壁
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
お
世
辞
に
も
盛
ん
と
は
い
え
な
い
。
新

た
に
こ
れ
に
取
り
組
も
う
も
の
な
ら
、
陥
穽
に
填
ま
る
が
ご
と
し
、
と
い
え
ば
、
い

い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
。

と
は
い
え
、
検
討
を
進
め
れ
ば
進
め
る
ほ
ど
に
、
解
き
明
か
す
べ
き
問
題
が
、
ま

だ
ま
だ
多
く
あ
る
こ
と
、
か
え
っ
て
増
え
て
い
く
こ
と
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
取

り
つ
く
べ
き
余
地
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
歩
き
続
け
た
い

と
思
う
。

注（
1
）	�

村
井
章
介
「
中
世
日
本
列
島
の
地
域
空
間
と
国
家
」（
同
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
世
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日
本
』
校
倉
書
房
、
一
九
八
八
年
。
初
出
一
九
八
五
年
）。

（
2
）	�

本
稿
で
は
、
鎌
倉
・
六
波
羅
・
博
多
に
お
か
れ
た
鎌
倉
幕
府
の
各
機
関
を
「
関
東
」

「
六
波
羅
」「
博
多
」
と
よ
び
、
探
題
は
各
長
官
、「
鎌
倉
幕
府
」
と
い
う
名
辞
は
、
そ

の
総
称
の
意
で
用
い
る
。

（
3
）	�

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
展
開
と
守
護
」（『
日
本
史
研
究
』
五
四
七
号
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
4
）	�

熊
谷
隆
之
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
西
国
と
東
国
」（
川
岡
勉
編
『
戎
光
祥
中
世
史
論
集　

第
一
巻　

中
世
の
西
国
と
東
国
―
―
権
力
か
ら
探
る
地
域
的
特
性
―
―
』
戎
光
祥
出

版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
5
）	�「
鎌
倉
幕
府
追
加
法
」
八
三
条
（
以
下
『
中
世
法
制
史
料
集　

第
一
巻　

鎌
倉
幕
府

法
』）。

（
6
）	�「
東
大
寺
文
書
」
一
―
四
―
四
四
、
永
仁
五
年
九
月
日
、
東
大
寺
学
侶
等
申
状
案（『
鎌

倉
遺
文
』
二
六
巻
一
九
四
六
四
号
）。『
鎌
倉
年
代
記
』
元
応
元
〜
二
年
条
裏
書
（『
増

補　

続
史
料
大
成
』
本
）。

（
7
）	�

佐
藤
進
一
『
鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
初
出

一
九
四
三
年
）。
以
下
、
佐
藤
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
8
）	�「
第
五
一
回
中
世
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
の
西
国
と
東
国
」

に
お
け
る
口
頭
報
告
「
鎌
倉
幕
府
支
配
の
西
国
と
東
国
」（
愛
媛
県
松
山
市
、

二
〇
一
三
年
八
月
二
四
日
）。

（
9
）	�『
吾
妻
鏡
』
天
福
元
年
四
月
一
六
日
条
（
以
下
『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
本
）。

（
10
）	�「
鎌
倉
幕
府
追
加
法
」
五
五
条
。

（
11
）	�

近
衛
家
本
『
追
加
』
一
四
八
条
（『
陽
明
叢
書　

記
録
文
書
篇　

第
九
輯　

法
制
史

料
集
』）。
条
の
数
詞
は
、
同
追
加
集
の
冒
頭
の
、
欠
落
が
あ
る
「
追
加
目
録
」
の
そ

れ
に
よ
ら
ず
、
条
文
の
実
数
順
で
記
し
た
。

（
12
）	�

以
下
、
御
家
人
制
研
究
会
編
『
吾
妻
鏡
人
名
索
引
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）

を
参
照
。
な
お
、『
吾
妻
鏡
』
の
編
纂
方
法
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
論
じ
た
重
厚
な

成
果
と
し
て
、
五
味
文
彦
『
増
補　

吾
妻
鏡
の
方
法
（
新
装
版
）
―
―
事
実
と
神
話

に
み
る
中
世
―
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）、
近
年
ま

で
の
『
吾
妻
鏡
』
研
究
を
的
確
に
整
理
し
、
今
後
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
性
を
鋭
く
提

示
し
た
論
考
と
し
て
、
高
橋
秀
樹
「『
吾
妻
鏡
』
に
つ
い
て
実
証
的
に
考
え
る
」（『
軍

記
と
語
り
物
』
五
九
号
、
二
〇
二
三
年
）
を
あ
げ
て
お
く
。

（
13
）	�『
吾
妻
鏡
』
元
久
元
年
四
月
一
日
条
、
嘉
禎
四
年
五
月
一
一
日
条
。

（
14
）	�『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
四
月
三
日
条
、
建
暦
三
年
一
〇
月
一
八
日
条
な
ど
。

（
15
）	�

丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
『
貞
永
式
目
追
加
』
七
四
条
。
同
史
料
は
、
国
文
学

研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（https://kokusho.nijl.ac.jp/

）
の
「
書
誌

検
索
」
を
つ
う
じ
て
、
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。

（
16
）	�

渡
邉
正
男
「
史
料
紹
介　

丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
「
貞
永
式
目
追
加
」」（『
史

学
雑
誌
』
一
二
八
編
九
号
、
二
〇
一
九
年
）。
木
下
竜
馬
「
新
出
鎌
倉
幕
府
法
令
集

に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
『
青
山
文
庫
本
貞
永
式
目
追
加
』
―
―
」（『
古
文
書
研
究
』

八
八
号
、
二
〇
一
九
年
）。

（
17
）	�

渡
邉
正
男
「
史
料
紹
介　

丹
波
篠
山
市
教
育
委
員
会
所
蔵
「
貞
永
式
目
追
加
」」（
前

掲
）。

（
18
）	�『
関
東
開
闢
皇
代
幷
年
代
記
』（『
続
国
史
大
系　

第
五
巻　

吾
妻
鏡　

下
』）。

（
19
）	�「
曽
根
崎
元
一
氏
所
蔵
文
書
」
建
久
四
年
四
月
三
日
、
源
頼
朝
家
政
所
下
文
案
（『
鎌

倉
遺
文
』
二
巻
六
六
五
号
）。「
新
修
東
大
寺
文
書
聖
教
」
東
大
寺
大
勧
進
文
書
集
、

四
六
号
、
建
暦
元
年
九
月
一
五
日
、
源
実
朝
家
政
所
下
文
案
（
吉
川
聡
・
遠
藤
基

郎
・
小
原
嘉
記
「「
東
大
寺
文
書
聖
教
」
の
研
究
」［『
南
都
仏
教
』
九
一
号
、
二
〇
〇
八

年
］）。

（
20
）	�『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
一
四
日
条
。

（
21
）	�『
吾
妻
鏡
』
建
久
二
年
正
月
一
五
日
条
。

（
22
）	�

目
崎
徳
衛
「
鎌
倉
幕
府
草
創
期
の
吏
僚
に
つ
い
て
」（『
三
浦
古
文
化
』
一
五
号
、

一
九
七
四
年
）。
森
幸
夫
「
執
権
政
治
期
幕
府
奉
行
人
の
出
自
の
検
討
」（
同
『
六
波

羅
探
題
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出
二
〇
〇
一
年
）。
以

下
、
森
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
23
）	�『
吾
妻
鏡
』
建
久
三
年
八
月
五
日
条
。

（
24
）	�『
吾
妻
鏡
』
寿
永
三
年
四
月
三
日
条
。『
禰
寝
氏
正
統
世
録
系
譜
』
建
保
五
年
八
月
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二
二
日
、
源
実
朝
家
政
所
下
文
写
（『
鎌
倉
遺
文
』
四
巻
二
三
三
二
号
）。

（
25
）	�『
惟
宗
系
図
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
本
）。
以
下
、
永
井
晋
『
官
史
補
任
』

（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
26
）	�『
兵
範
記
』
仁
平
四
年
六
月
二
四
日
条
（『
増
補　

史
料
大
成
』
本
）。

（
27
）	�「
陽
明
文
庫
所
蔵
兵
範
記
仁
安
二
年
秋
巻
紙
背
文
書
」
長
寛
二
年
七
月
一
日
、
文
殿

官
人
告
朔
解
（『
平
安
遺
文
』
七
巻
三
二
八
七
号
）。

（
28
）	�「
新
出
厳
島
文
書
」
五
〇
号
、
嘉
禎
四
年
九
月
日
、
厳
島
社
神
官
等
重
解
（『
鎌
倉
遺

文
』
七
巻
五
三
一
〇
号
）。
石
井
進
「
鎌
倉
幕
府
と
国
衙
と
の
関
係
の
研
究
」（『
石

井
進
著
作
集　

第
一
巻　

日
本
中
世
国
家
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

初
出
一
九
五
七
〜
六
八
年
）
を
参
照
。
鎌
倉
期
の
守
護
の
任
免
に
つ
い
て
は
、
佐
藤

進
一
『
増
訂　

鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
―
―
諸
国
守
護
沿
革
考
証
編
―
―
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
初
出
一
九
四
八
年
）。

（
29
）	�『
玉
葉
』
安
元
元
年
一
二
月
八
日
条
（『
図
書
寮
叢
刊
』
本
）。
角
重
始
「
鎌
倉
幕
府

と
西
国
社
会
」（『
史
学
研
究
』
一
八
三
号
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
。

（
30
）	�「
東
寺
百
合
文
書
」
無
号
二
〇
・
な
函
五
七
、
徳
治
三
年
八
月
日
、
佐
伯
清
基
申
状

案
（『
鎌
倉
遺
文
』
三
〇
巻
二
三
三
六
四
号
［
後
半
の
み
掲
載
］、『
鎌
倉
遺
文
』
補

遺
編
・
東
寺
文
書
二
巻
無
号
［
二
三
三
頁
］）。

（
31
）	�『
国
史
大
辞
典
』「
そ
う
た
か
ち
か　

宗
孝
親
」
の
項
（
杉
橋
隆
夫
執
筆
）
な
ど
。
錦

織
勤
「
鎌
倉
幕
府
と
芸
備
両
国
」（『
広
島
県
史　

中
世　

通
史
Ⅱ
』
Ⅰ
一
、
広
島
県
、

一
九
八
四
年
）、
角
重
始
「
芸
備
の
荘
園
・
公
領
」（
同
前
、
Ⅰ
三
［
前
掲
］）
を
参

照
。

（
32
）	�『
吾
妻
鏡
』
建
暦
元
年
一
二
月
一
日
条
、
建
暦
三
年
一
〇
月
一
八
日
条
。�

（
33
）	�『
百
練
抄
』
貞
永
二
年
三
月
二
九
日
条
（『
新
訂
増
補　

国
史
大
系
』
本
）。『
明
月
記
』

貞
永
二
年
三
月
二
九
〜
三
〇
日
条
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
本
）。

（
34
）	�

熊
谷
隆
之
「
ふ
た
り
の
為
時
―
―
得
宗
専
制
の
陰
翳
―
―
」（『
日
本
史
研
究
』
六
一
一

号
、
二
〇
一
三
年
）。

【
付
記
】

本
稿
の
執
筆
は
、
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
度
の
前
期
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境

学
研
究
科
の
「
日
本
歴
史
社
会
論
2
Ａ
」、
同
総
合
人
間
学
部
の
「
日
本
歴
史
文
化
論
Ⅱ
Ａ
」、

同
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
の
「
日
本
史
学
（
特
殊
講
義
）」、
以
上
を
兼
ね
る
講
義
の

開
講
に
際
し
、
関
連
す
る
内
容
を
準
備
す
る
過
程
で
、
旧
稿
で
あ
え
て
利
用
し
な
か
っ
た
史

料
が
あ
る
の
を
、
長
ら
く
失
念
し
て
い
た
こ
と
に
、
よ
う
や
く
思
い
い
た
り
、
ふ
た
た
び
調

べ
な
お
す
う
ち
に
、
や
は
り
文
章
化
し
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
た
こ
と
を
機
縁
と
す
る
。
受

講
生
に
感
謝
す
る
。
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熊谷　隆之 | 飛驒国は東国か西国か ―― 「鎌倉幕府支配の西国と東国」追考 ――


